
罪琢磨忘（3970m）ミッテルレギ綾を終えて   

佐々木惣四郎  

た萱りで4級グレイドと患う。いくら固定フィッ  

クスがあってガイドのザイルがあるとはいえ糠汝  

上の為、スリップすれば大変な■になってしまう。  

約200mを丑るとT綾に逢し、頂上に至った。   

このクライミングは、醸醐疇のあるものであり、  

小長より頂上まで4時間かかった。高よ養615m  

である。   

8／26－27に高よ欄化の為、小雀氏とメンヒ小  

屋に泊まり、メンヒ（4099m）に登頂した。すで  

に小雀氏は3年前にミッテルレギ綾を絶えておら  

れるので、1人で8／28に基点となるミッテルレ  

ギ小屋に向かった。   

クライネシャイデックより丑山t＋にてユング  

フラウヨツホ一行きに集り、アイスメーア  

（3159m）にてガイドと落ち合い小農に向かった。  

小足（3355m）までもアンザイレンで、亨と＃い  

スラブ状の岩場が概き、勿書道はなく、正直いっ  

て繁張した。   

小屋は2週間前に新築されたばかりで■終20  

名余りの泊まりであった。小屋には書人がおり、  

夕食、嘲食がでてすこぶる快適である。ガス気味  

であったが、上那は書く程傾斜が強く圧倒された。  

半分強がガイド何であった。  

頂上より南アイガーヨツホー（3759m）にで  

るのであるが、萱り返しの岩場が2廿所あり、疲  

れた。3時間でやっとヨツホ一にたどり着き、メ  

ンヒ小屋までの長いT斜面を行く。小農に午後1  

時（合計8時蘭）に着いて、今回の茸はんが終了  

したがかなり疲れた。   

ガイドさん建がいうにはマックーホルンより♯  

しいとの■である。小生もその様に患った。今年  

は例年に比して亨が多いほうとの■であったが、  

途中で天候が悪化していれば格段にやばくなる稜  

線である。又、ガイドのスピードが早い■もある。  

いずれにしても久しぷりに繁張したスリルあるク  

ライミングであった。頂上よりのホよ感も素晴ら  

しく360よの展望が望めた。橡織通しのクライミ  

ングは、高よ感抜群でグレイドは高くなくても、  

十分に美しめるものである。  

29日 嘲5時、先頭にてスタート。ルートは綾  

織を忠真に辿るもので、両側は切れ落ちており、  

岩≠自体は3級の連続した感じ。2時M余りで大  

ジャンダルム（グロサー。ツルム3692m）に着  

き、アイゼンをつけ上那に向かった。ここから頂  

上手前のT♯までは固定フィックスが続いている。  

1－2ピッチはベルグラが張り付いており、緊張し  

・轟‥由′ 十 ′ご．・∫ト上・し・∴‾；！こ∴トニ．‾チ・由‥陪  

席谷光一郎   

2月に枯膿ガン切ほ手術をし、予定していたJACの 7月13日 ウィーン経由、冬はスキーのメッカで有名  

仲間とのブータン行きを＃念。今度は全快祝いと拝して なインスプルグに入る。  

高校晴代の朋友とチロル地域のトレッキングに行った．  此処では、イーグルよりロープウエイでパッチヤコー  
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フェル（156ヰm）に丑り、■■らしいよ壬ハイキング  

を鶉靡した．千社は一旦、インスプルグに■リ、北側に  

■▲のように立っているノルトケッチ山に生る．ケーブ  

ルカー．ロープウエイ、ゴンドラを♯り義いで、ハーフ  

ェルカール山Ⅷ駅（2256m）へ20分足らずである．  

山Ⅷからは北Tの2500～2700mの岩山の1なりが．  

その内こうはドイツだ．  

7月15日 列十とパスでチ⊂リレ地方の山中に入って行  

ったが、これが大変．20kgぱかりのトランクなのだが、  

列■やパスのt■の段豊が大きく、■るも大た、■りる  

も大変であった．牛t2ヰ、日食町セルテン（1377m）  

に鋼■．■遵、町外れからガイスラッハコーゲル  

（3056m）に架かるロープウエイでオーストリアで■  

も書いといわれる山Ⅶ駅（30ヰOm）に量った．3000m  

織の山々が連なるスタバイエルアルプスを心行くまで■  

貸することができた．これはヰよのトレッキングで舅蓋  

した暮ホ亀点であったとたtする．  

7月16日 パスにてオッタール地区の■▲鬱にあるオ  

ーバーグルグル（1907m）に向かい、そこよリリフト  

を2♯♯り暮ぎ、鋼き上がるガスの中を量ること30分、  

2653mのホエ・ムートに書くと事上の別天地であった。  

ガスが■れ上がり、薫っ書な空■に尖ったピークのキル  

ヒエンコーゲル（3280m）、左にガイスペルグ氷河、右  

にロートムース氷河が集しい∪事渓谷をつくっている．  

この山書の向こうがイタリアだ。   

小休止してからは下りである．氷河を見下ろしながら  

ムートサルテ（Z566m）まではゆるやかなジグサク下  

りで、釣1特椚半でシェーンヴィースヒュッテに■く。  

■かいヒュッテの中でのピールの乾杯はこたえられない。  

■食後、ホ山♯鞠の群生鋼書をどんどん下り、的1叶蘭  

後には出発地点のオーバーグルグルに鶉暮した。短いト  

レッキングとはいえ、久方ぶりの、しかも下りばかりの  

山歩きでは井が集ってしまった。  

7月17日 住み心地▲かった山村・セルテンを徽に、  

またもや列■でツエル・7ム・ゼ一に鯵蝕した。ツエル・  

7ム・ゼーはツエラーゼーの潮■にあるリゾート地とし  

て書名である。‘‘ッェル’’とlま●遍験の覆土という霊♯  

があるが、8世た兼にこの馳に■てられた●1鴨にちな  

んで湖の放とり‘‘7ム・ゼー’’と付けてツエル・アム・  

ゼーという名穐が生まれたとか．ともかく我々にとって  

はオーストリアのtホ■グロツサグロツコナー  

（3798m）の丑山納である．  

7月18日 ツエル・7ム・ゼ一駅9ヰ15分発のパス  

にて出発。1930年～1935年にかけて■遺された、ヨ  

ーロッパアルプス中■－のt鴨を■るアルペン山岳鵬  

を蠣下する。料金所より西北にヘアピンカープが主義す  

るソネンウエレック（3261m）から1なる点せ筋を暮り  

つめたエーデルワイスシェビッツエ（2571m）はこの1  

慮の■ホ地点で、■王台からは30を▲える3000mヰ   
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のt山を丸ますことがで書る。近くはホツハエルチン  

（3358m）、グロツサ／くイスバックホルン（3564m）、  

ホーへドオク（3348m）、そして濃くにはジオハンナイ  

スベルグ（3ヰ69m）他、多くの山々が連なっている。  

ここより★鋼薗を少しづつ下り気味にホックタアル  

（2503m）のトンネルくくると、ザルツブルク州からケ  

ルンテン州lこ入ったことになる。王に下り、t漢に繹が  

混ぜりあった高貴をtりつめてフランツ・ヨーゼフス・  

へ－エ（2370m）の大よ手合に■いたのは11疇30  

分であった．   

天気が書いせいもあって亀遍は6慶．大■の人で一杯  

のよ聾台からは★鬱アルプス書大のパステルツエ氷河全  

員約10kmの壮大な渡れポー壬できる．しかし、残念  

ながらお目当てのグロツサグロツコナーの上鬱ピークは、  

濃くたれこめた事によって1ることができす、1上付近  

からの疇曇＊河東■を■めるにとどまったト■鑓台から  

杓30分下り、＊河に下ってみた。書が切れないかとZ  

晴間象り待ったが駄目であった。  

この山の頂上への一般ルートは2つある。ひとつはフ  

ランツ・ヨーゼフス・へ－エからホフマンスヒュッテ卓  

通り、パステルツエ＊河を儀欄する。君嶋を生り、ホフ  

マンスケース氷河上のルートをたどってアドラースルー  

エ（ワシの体鱒所）と岬lゴれる地点にあるエルツヘルツ  

オーク・ヨハンヒュッテ3451mで一泊し、翌日、Ⅶ上  

を往tするのが★側ルートである。もう一つは、グロッ  

サグロツコナー・ホーホアルペンシュトラーセにあるク  

ロックナーリヽウスから、マルガリッツエンダム湖の♯  

を通り、シュエトッカーシャルテを縫えて★網膏をトラ  

バース。サルムヒュッテ（2638m）を縫由し、エルツ  

ヘルツオーク・ヨハンヒュッテで一泊して、靂日旗上に  

立つという鶉側ルートである。どちらのルートにしても  

礪ホ3451mの山小■縫由での一泊土山となるという．  

暮終バスでツエル・アル・ゼ一に＊■したのは17時30  

分であった．  

7月19日 ツエル・アム・ゼーから列暮でザルツブル  

クヘ。サツルプルグの牡光の後、7月Zl日出発点のウ  

ィーンに戻ってきた。   

ウィーンに刑事が劉■するとEメールで遵繊毛とって  

いた積木夫暮が出迎えに兼てくれていた。彼らは土、日  

の休日を返上してブタベストより暮で駆けつけてくれた  

のである。久万ぶりの再会だ。その夜は旧交を■めなが  

らの日♯満、日♯土に舌鼓を打った．   

また、夜を書してのウィーン職（構♯辛が暮♯を縛●  

した）は、♯♯4子で3■、3子で1■1敗という鐘  

兼となり、積木暑いたって好■でありました。  

7月23日午鵠ウィーン莞、靂■、円空に轟■欄膚した．   
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比・良・全・山・縦・走  

藤本 勇  

1966年の暮、大阪府立高津ホ牧山岳部のOBだけで、比丘の武奈ケ長の山♯に山小屋を建投以来、  

何首固と比良を訪ねた。武奈ケ岳の周辺は自分の丘のヰに熟知しているが、それ以外の山については  

まるで素人同然である。－よは丑山地因の囁から犠までを歩くのが永年の事であった。  

普通、比良全山♯走をリトル比良一釈迦一重葉－♯硯のルートを書う人もいるが、弘は南轍の樺現・  

玉葉から比良山系の丘高峰の武奈ヶ岳を経由して北部の蛇谷ヶヰまでの韓汝を比良全山縦走と呼びた  

い。  

期間 2001年7月14日～15日  

メンバー 小篭孝、佐々木熱田∬、山田捨敵、  

7月14日 平生山口（8：05）一花折れ岬への分噸点  

（8：15）－アラ手嶋（8：40－8：45）一権硯山（9：15－9：20）  

－ホッケ山（9：45－9：50）－小女∬岬（10：10－10：30）（弛  

まで往復10分）一暮葉山（10：50）－笹平（t食）（11：00－  

11：50）一木戸岬（12：00）一比良岳（1Z：40－12：45）－■  

川越（12：55）－■谷山（13：15）一荒川岬（13：35）－■比  

良岬（13：50）一会薫岬（14：20－14：30）一八書ヶ康  

（15：00－15：15）一高丼山荘（15：35）   

JR堅田駅下暮、タクシーで丑山口の平まで4550円。   

讐、苦欄の■を京の♯へ運んでいた墳lま花折れ岬も  

人の行き来で栄えたことと患うが、今は立派なトンネル  

が出来て訪れる人もいない．杉林の中を量る。気ユが欄  

いので見てる間にシャツやタオルは汗でグジョグショに  

なる。遭が笹に■われたなかにアラ手嶋があった。穐璃  

山（996m）への量りも苦lこならす快適Iこ濃む。先買を行  

く■村雲は今年の2月にt山で半月板をれ傷して、リハ  

ビリのために同行してくれたが、昨年の丁にマックーホ  

ルンを量っただけに量りのスピードは速い。権現山の頂  

上からは琵琶湖、比叡山、そして京♯方面が見えるとの  

事だったが、あいにくのガスで展望寺し．権環から壬兼・  

打見までは篭に■われた山遭を歩く。展望が点ければ快  

適だろう。ホッケ山の周辺から小女∬池にかけては■か  

な山であった。悲真の伝覿を伝える小女∬地。池の市に  

対＃の山が逆さまになって写っていた。   

比丘山系書椰で一書轟い壬＃山（1174m）は書、サン  

ケイバレイと書われたヰ代にスキーに果たくらいで患い  

出はあまりない。蓬莱山への量りも大したことはなく、  

知らない憫に書いたという感じであった。スキー場に来  

ると丑山遭が何処にあるのか分からす、スキー場を下っ  

て打見山との中間点にある笹平、まるで適中地のような  

場所で1貴をとる。   

♯の■む書付雪は打見からはロープウェイで下山す  

る．我々は打見山からはクロトノハゲを経由するルート  

を轟けて、スキー場の中をキャンプ鳩めがけて下る。立  

派な炊鐘壌が出乗ていた。木戸岬まで乗ると■かな山の  

♯村達夫、藤本勇  

領域となる。   

木戸岬には地蔵が頼られていた。今までの展望は望  

めないが、ここからは欄♯糟の山道である。知らぬ間に  

比良岳につく．比良山系にあって比丘の名前がついた山  

であるが、遭蠣だけがある山頂だった。ここから、すぐ  

に暮川越だった。別名、大物岬ともいう。菅、珪琶湖の  

大物の缶落から自責谷を荷鳥■が通ったというが、その  

ような面影の♯い粗tな岬であった。   

■谷山（カラト山）を通遇する墳より、夕立に会う。  

暮さでZリットルのボトルの水が見てる闘lこ減っていく。  

萱濃岳の山■を巻いて金薫岬にでる。岬には中学生の団  

体がいた。打鼻山より初めての丑山書。ここからは北比  

良岬への遭を進ますに、九の深谷の濾濃へ下って八手ヶ  

匿にでる．このあたりは自分の島のように■手知ったる  

場所で、イワナを釣りによく果たものだ。八書ヶ鹿は」  

さすが王山でキャンプを張っている人たちで靡わってい  

た．   

今夜の僧泊地である高井山荘までは、もうすぐだ。  

山荘は昨年の薪の荷縄げ以来である。予定よリ1中間以  

上も早く書いた。丑山地図のコースタイムの7綱くらい  

での歩行であった。全身、汗と雨で衣類はグショグショ  

に集れている。小農のストープを焚いて乾かす。  

7月15日 高井山荘（5：50）－イブルキノコパ（5：55）一  

武蕪ケ岳（6：30－6：40）－綱Jl一越（7：00）一釣瓶岳（7：20－  

7：25）一也i山（8：15－8：25）－ヨコタニ岬（8：50）－アラ  

谷岬（9：05）－ポボブ夕蝉（9：15）一蛇谷ケヰ（10：00－  

10：40）－（カツラの谷）－ふれあいの里（12：05）－てんく  

う1よ（1Z：25）  

今日も天気が良さそうなので、早嘲出発して潰しい  

叩に＃走してしまおうとの書見で小屋を6晴朗にでる。  

一般ルートを簸て武♯ケ岳（1214m）へ。早蠣なのに山  

頂には一組の±山著がいた。恐らくは昨夜、八手でキャ  

ンプしていた人壬だろう。山頂よりは天気がもうひとつ  

なので展望がさかない。武賓の北♯は何時も通り歩さづ  
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らい。釣薇呑までは何度も歩いた■。釣瓶よりの北方t  

暮Ii未知の犠■である。tたして、どんな山遭が畿くの  

だろうか。■み■liしつかりしているかな。   

肘薇岳より蛇谷ヶ■までの韓■は本当に●かな★♯  

書の山■であった。ウグイスの■さ■が「ホーホケキョ。  

ケキョケキョケキョ」とひびさ、■れを轟してくれた．  

ルート包でIi釣瓶より嶋i山まで1鴫M30分とだtさ  

れているが、弘幸Ii50分で歩く。遽中、リトル比▲や  

ガリバー村を見る。糠生への■■があったが、ルート闊  

にIi、そのようなコースはない。ヨコタニ岬からアラ谷  

岬までは低山の暮のあるところ。畑から丑ってさた曇山  

書と出くわす。   

ポボブタ岬という所を遭遇したが、ポボブタとIi一  

体どんな暮ヰがあるのだろう。   

蛇谷ケ■へのt徒のtりは、すこししんどかった．  

山Ⅱには一人のt山著がいた。丑山書Ii朽木付から暮っ  

て集るので、払濃のように｛から♯走するような土山書  

Ii少ないだろう。頂上で大体止してから下山する。ふれ  

あいの土に下るのに二つのルートがある。一つIi■横筋、  

一つIi寄航。払は谷筋を通った。途中に「カツラの木」  

が谷厳に生えたところがあった。rてんくう1よJli一  

■が子仰のプール、ニ離が1よになっている。暮天1  

呂Iiない．入浴料600円なり。近郷近在から白♯用事  

で大書の人が乗る1よ蟻で大ま■わっていた。ゆっくり  

全山♯走の暮びに浸る余裕などなかった。   

JR安■川駅までIiバスに♯る。720円。  

迫だ   

比▲山系の全山♯走鳥Ii遭もー●されていて、安心  

して丑山が出来る。六甲のように山頂近くになれば事の  

雷がするようなところでなく、比よの山Ii大濠く、■か  

な山旅がでさる。主義■には殆ど水嶋がなく、工場にIi  

十分な飲料水を用暮しておくこと。鴨井山荘を利爛でき  

ない鳩舎はイブルキノコバの近くの「望武小■」を中義  

点として利用したら▲いだろう。今周のコースは少し九  

覆をすれば一日で走礪することも可能だ。  

甘イクリツク◆ 夢見旅  

和田城志   

GWは本州を日本海より太平洋へ横断サイクリンクをした。お盆休みには南アルブスを全山縦走、  

夜叉神峠より光岳へ、］ヒ岳、よ鳥岳、悪沢岳も丹念に辿り、甲斐駒を除いてすべてのピークをトレー  

スした。鈍暮で見栄えのしない計画ではあるか、それでも完走したら、患わぬ書びに包まれた。共に  

八日間、沈殿、停滞なしの全天候型、全日フル稼働の行動であった。地球は狭い、されど日本は広い、  

との実感を持った。   

秋にはGWのリベンジで乗鞍から御獄ヘサイクリンク登山を散行した。以下、二つのサイクリン  

ク報告である。  

その1・‥  本州横断サイクリンク   

什爾では本州の書架を全て■えようというものであ  

った．なるべくホよ豊の激しいコースを＃ぴ、山岳地  

サイクリングにしようと考えていたが、五月にIitが  

あることをすっかり忘れていた。■初の加t白山のブ  

ナオ岬でつまづさ、■牡山の長■岬、中央アルプスの  

♯兵衛岬、★アルプスの夜叉檜岬などIi▲えられなか  

った。大■な什事変tで、伊豆半■を－用して≠尻を  

合わせたつもりではあるが、若干の清化不▲li否めな  

い。いつか、再崩しなければなるまい。   

4月29日 爾、金沢（1ヰ：00〉一刀劉ダムー■光薇ケ  

池（18：20）  

ダムまで士って、tのため膿■通行止めを知用、一  

旦■光の方に下り、五t山経由に蜜王する．しょぽふ  

る爾も前途を視欄してくれていると患うあたり、我な  

がら棄義朗だ。ほば七人の楼が地車サンプ地、近くに  

ある頓の濃Ii■まり逼って、■天よ呂を独占、再に打  

たれながら書葉書稟。   

30 日 爾後■り、出発（6：00）一五t山一白川■  

（11：00）－小■岬【1100m卜清見（19：00）   

白川■でIi山下清よを九て■激した。鵡l母衣タム、  

荘川へのいわゆる白川衝■liほとんど暮弄が血くて、   
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山間の■■とした1tが統く．★潅北■自動＋遭のエ  

ー覆坤の♯何事■撫がなだらかな山並みに■々しい。  

牧戸から濃鼻を北★にれ■街■を走れば、人♯はます  

ます少なくなり、淋しい岬縫えとなった。バブルの残  

骸のような別荘地の■洒なレストランで1食をとった  

折に、そこのマダムが手作リバンを差し入れてくれた。  

それが暮暮な夕食になって、岬を縫えた構の下で野ヰ  

となった。   

5月1日 暮り譲疇れ、出発（5：30）一高山一♯女高原  

一野麦岬【1672m】（13：30）一票川よダムー松本  

（17：00）－♯泊地（20：00）   

高山市街を通遇したのは薄明かりの中だった。人気  

のないの古い豪並、エ戸晴代にタイムスリップしたよ  

うな♯嶋らしい欄だった。♯女高年を縫えたコンビニ  

で、野よ岬が二日前に開通したばかりだということを  

知った。左正面に乗鞍岳を望み、ジグザグの亀勾Eの  

遭が稟てしなく続く。野ま岬、天下の名岬である。岬  

の語源について、「たおごえJのたおはたわんだ鞍部の  

暮、もしくは、岬は大抵の場合村の壌界になっており、  

そこにある可り神に供鞠を手向ける「たむけ」からきて  

いる、と伺かの本で慎んだ紀愴がある。欝彙は野生の  

麦という貴蛛ではなく、干ばつの暗に職笹が白いまの  

せのような稟をつけるところから名付けられた地名と  

のこと。女工暮史と壬なり、この岬のt色が暮しく見  

えた。   

静かな集■も上高地■と合流すると、急に書1が増  

え、不≠快な走行となる。薪▲々、松本と一気に下る。  

揮市のビバークは不快なので、郊外の田山にある公民  

館の軒下で■た。   

2日 ■り後t徒爾、出発（5：40）－ビーナスライン書  

岬【1660m】（9：30）－■科ホ康一ま手嶋【Z127m】（16：  

30）一位久舞ノ口付近（19：00）   

暮り後t強雨、オープンビバークは冷え込んだ。子  

供の死♯とか狂人の攫とか駅の分からぬ悪事にうなさ  

れた。通行止めの県遭を書宣して書岬へ。集が康、書  

山九離そして自ヰ湖、ビーナスラインは氷雨とガス、  

1、眺望ゼロの走行だった。■科高原の暮羊岬（瓜遭  

ではこ書目に高い岬とのこと）では■鞍りの濃tにな  

り、験tされた■とはいえ、サイクリングするような  

場合ではなかった。岬で北八ヶ岳をヰ走してきた兼全  

豪■の丑山書に奇■なエールを送られた。下りでは指  

先がよ傷になりそうで、よ々止まってマッサージをし  

た。ホよを下げれば、tは雨に、日没になって需■は  

強くなり、村の■会所の狭い丘の下にツエルトを譲っ  

た。  

3日 t徒爾一時疇れ、出発（4：50）一小淵沢駅【暮、合  

流】（7：00）一正嶋一甲府一河口湖湖坤（17：00）   

不≠快なびしょ薫れ離■、夜半に爾書が静まって安  

堵したのだが、白鷺めてぴっくり、牡丹tがしんしん  

と降っているではないか．十王センチは柵もっている。  

恐る恐る暮の■を＃んで走り始めた。未明で＋は少な  

いが、t遭は危験でとても走れる状廿ではない。伺よ  

か転■した。その上、一変したt暮色に勘違いしたの  

か、逆方向に走ってしまう。遭鼻礪儀に佐久、小瞥方  

薗とあるではないか。とても義と約束の晴間までに，  

小淵沢駅にはつけない。仕方なく、佐久鶉ノロ厭から  

JRに集った。始発、集客払のみのワンマントレイン。  

野辺山の手前でtのため書鳥に■木あり、非甘停止。  

お手伝いしましょうかの私の書井に■暮を述べて、運  

転手は搬に陣り、一人で片付けた。   

知事■と合流、再び雨の中へ。雨は甲府に■くころ  

から回復し、河口湖への丑りはま気の多い日差しに閉  

口した。湖の近くに天水1よがあり、汗を証した。   

4日 暮り、出発（5：10）一山中潮一個職場（10：00）一  

乙女岬【1005m】一声ノ湖（14：00）一箱損岬一熱海一■  

代（19：30）  

暮士は書の中、パス釣りの気Eで日鷺めた。山中湖  

も大井のパサーたちで賑わっている。t坂岬より＃層  

鳩インターまでの轟い下りはおぴただしい書の列、ど  

うしてこうも昔、行楽地に群がりたがるのか。芦ノ湖、  

乙女岬の急坂はきつかった。樹♯二青年以上はあるだ  

ろう松の巨木が曹の街遭そのままに残されている精根  

開所の松並木は壮♯だ。これは一見の価■がある。薄  

根岬より伊豆半▲の県道に入れば、快適なスカイライ  

ンとなる。十中嶋かられ鶉へは強烈な下り、前のめり  

になって疾走した。   

貴書迫るヨットハーバー、ウオーターフロントのベ  

ーブメントは集しく土■され、天をつく濃よ街の夜暮  

が兼に書く。印儀不明」究欄のリゾート地も不況のあ  

おりか、活気がない。泊まり壌は■代の小さな漁港、  

壌紡の央嶋に■転んだ。瀾の育と波の書、あ～幸せ。   

5日 疇れ、出発（5：00）－伊★一下田（16：00）一石■  

■一義良港（20：00）   

十伊豆は1よ地が多く、至るところに曹＃■の人達  

の別荘がある。しかし、暮色は■■で伊十、下田も見  

るところなし。白浜のサーファーの群れにはちょつと  

悲しくなった。ままごとのような小さな波に、いっち  

ょまえのいで立ちの著書が遊んでいる。ロッジ、ドラ  

イブスルー、4WD、ラップに美嚢、まるでウェストコ  

ースト（行ったことないけど）のミニチュアもどきだ。夕  

暮れになってやっと石■■に■いた、ここまで東て、  
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伊豆半▲の突先を見ないのはもったいないと、徒歩で  

往t2kmを■牡光、潜に来さ出た断■牡虚の■快な凰  

十だった．人★も街灯もない暮っ鴫■の県遭を山越え  

して暮良港へ．   

6日 十れ、出発（5：00）一土ヶ▲1農（8：30）一土巴潜  

（11：40）一田子の漕（13：00）一大阪   

海上に子供の遊び場用に作られた■の上で快適t覿  

をむさばった．残月響明、鶉■の声と濾の■さ、出漬  

してゆく船の九E、濃辺の書最がこんなに快いとは。  

下田を縫えて以来めっさり＋が少なくなって、礪伊豆  

の凰光明■がことさら糞しい．連休書換日で肯■会に  

戻ったのだろう。伊豆に兼て、1よに入らすではちよ  

っと悔しい．締着と書い海原を見下ろす町営董ヶ▲1  

よは七晶だった．■の突先に作られた小さな空中暮天  

且呂をたっぶリーヰ両独占、長旅と遽慮れの身♯は芯  

から快楽に酔った。ハードなサイクリングに付き合わ  

された豪も改心の笑■だ．■後には一度も見られなか  

った暮士がその肇を積した．土巴濃からフェリーに景  

り、まさに輪舞■のような■河責と暮士を眺めた．本  

州■噺、■から■まで万●天稟の撫であった。  

その2・‥  乗鞍岳、御嶽山サイクリンク登山  

10月 6日 書れ、高山駅（10：00）一平蕩一安房岬  

（18：40）  

衣行列書は優が轟く、暮山経由してホ山に■いたのは  

9ヰ半だった。鴎遭158号書を辿り、平濠トンネルに  

書いて書いた。★糧スカイラインは自転十通行不可では  

ないか。仕方なく上高地兼職スーパー♯遭に迂屈するこ  

とにする。安井トンネルも自助十書用だ。何もかも＋●  

先社会でtが立った．落ち1の■う♯の遽の書天■呂で  

鬱りを書めて、安房岬への夜遭を歩いた。   

7日 ■れ、出発（6：00）－スーパー林遭一白●ユ貞一★  

牡ホ康（10：30）－2600m畦十嶋（14：50）一義職長¶上  

（15：40）一義書轟凧1よ（17：30）   

安房岬からの杜ホ1■は嚢●らしいt色だった。スー  

パー♯遭も走りやすく、虹薫を堪能した。景糧スカイラ  

インの有料区間は平濃から2700mの丑山口までで、★  

鞭ホ慮側は自転十で士れる。≠しいので往覆することに  

する。靂体行煮で＋とバイクがひっせりなしに走る中を  

我tの一念で走り、歩く．パテ気畦の暮は下で持ってる  

と書いながら、鈷轟2600mの駐十坤まで士ってしまう。  

ひとり¶上をアタック、人込みを鴫け撞けた。20kmの  

ダウンヒル、中年●走よでホすユよに駆け下れば、書天  

且呂とど－ルの枕■が得ち貴けていた。この覿光地で本  

当の快藁に■っているのは我々だけだ、と気■を上げた。   

8日 ■り譲欄れ、出発（4：30）－♯川1よ一塊岬（9：00）  

一声遭19号書轟廣一声道361■■一点■岬（17：00）  

一日和田ホ震（18：30）  

今日は■♯山への移勤日、三つの岬を纏えなければな  

らない。白糠岬から甘よ街遭に下れば手川、再び丑りと  

なって、†■州と木●の分水■が壌岬、点い下りは快適で、  

中山道の緻贋に書く。木●大欄から申遭361書暮に入  

ると再び轟い丑りとなる。地毛トンネルを抜ければ■田  

ホ康、いかにも近代になって■■区爾されたと思われる  

丘■もいたるところにススキの慮が広がり、■薫の貴通  

を■じさす。曹l♯山の■辛が榊しくたたずむ。■■岬は  

木tと無■の分水■だ。岬を縫えた県遭の分職点にある  

レストランでディナー、岩魚丼が集ヰしかった。鴫●の  

県道を日和田ホ康まで走り、遭■にテントを張った。■  

天の1空の下、携書コンボで■緻ブルー・ノート・クラ  

ブ、ウイスキーをなめながらジャズを聴いた。ジェリー・  

マリガン、アート・ペッパー、ヘレン・メリル、至■の  

ひととさだった。   

9日 ■れ後小雨、出発（4：30）一胡挑▲自転十デポ  

（7：30）－■牡山¶上（10：30）－■河1よ（13：30）一冊■  

小棚（15：40）一大賑  

■♯スキー場までは二十暮の立派な巣遭だったが、そ  

こを遇ぎると途■に♯遭のような尊慮となった．本当に  

積金尤行数だ．胡桃▲キャンプ地で自転＋をデポ、嘉は  

仕事の♯合で先に下ることになり、■離山は一人で往1  

することになった。連体明けの山Ii人気がまるでなく、  

木■れ日の差す樹潜に、木々や落ち♯の甘い書りが匂い  

立つ。五の池小書で書鱒に出れば、秋■れのt色は白日  

■のような書丑lこ包まれている。ライトブルーのこの池  

の水面を★かに且がわたる。頂上牡と山小1の書はかた  

くなに閉ざされていた．∧鴨岬のコースタイムを五鴨間  

で往1したことになる。さあ、下山一島．丑山口にある  

■河1よの村営暮天1呂は本日濃浴との表示があった。  

九人の蕩Iこ濃かりながら仁不檜失麿一人旅の叶捧蛛みた  

いなOLでも兼ないかと期待したが、果たのはひなびた  

禿げの電♯だった。れ■小坂駅までは38kmの下りだ。  

とんでもない■勾Eの山虚、鳥丁注暮のトラバースの県  

遭は空應走っているようだ。せく垂れ込めた霊が山を被  

ってゆく。駅lこ書くころにはばらばら需が■り始めた。  

ますは兼tに近いサイクリング丑山であった。   
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北穂池探訪と事故の顛末  
一事故はいつどこで起こるか分からない－   

藤本 勇   

ており、いつも rオヤジ、北穏の  

池を知ってるか」と育っていた。  

そして「北揚の池は本当にいい所  

やで」と。機会があれば一度は訪  

ねたい場所であった。また、軟の  

瀾訳も訪れてみたかった．  

期間：平成13年9月26日－29日  

メンバー：小笹、佐々木、蝉本  

槍・穂高遵ヰの蠣高ZOOOm以  

上の地点に4つの池がある。  

北から■暮に、  

1．槍沢の天狗原の天狗池 2．北穂  

高の★面の北穏池 3．肘穂ホの鼻  

又自答の鼻又白地 4．明檜兼糠の  

書手池である．一般の畳山審が断  

れることのでさるのは1の天狗池、  

後は熟♯審のみが絆される池だ。  

3や4は苦いときに岩畳りの合挿  

で断れた。2の北纏池は槍と北穂の  

間の＃走路を歩いていると望見で  

きるが、夷離に訪れる人は少ない。  

鼻息は何州大事在攣中に4シー  

ズンを北穂高小農でアルバイトし  

9月26日 晴れ  

上高地（7：45）一明＃（8：30－8：35卜徳沢（9：20－9：45）一機尾（10：40－11：00）一機尾♯谷（12：00－1Z：15）一週沢テン  

ト・サイト（14：20）   

駒ヶ根のヒュッテを早嘲出発する。久しぶりの上ホ地  に立ち書って■振がどうなっているかを確認することと  

であったが先を急ぐので♯通りする。鼻又自の出会いに する。  

ある、泉・佐書・三▲さんたちが建立された■振ヰが数  ♯谷の出会いは大勢の人たちが休層されていた。大半  

年前の鉄砲水で増されたので、瀾沢の帰趨には久しぶり  の人たちは漏沢の虹薫を見に行く人たちであろう。  

9月27日 晴れ後■り 漏沢TS（8：20トゴルジュの上（9：15卜北穏小屋（10：45）   

臭穏を日帰りで往復する予定であったが、天気が下り  高北尾根の軸が鋭く聾えていた。  

気味とのことで変更して、今回の目的である北嶺池探訪  息子が連絡しておいてくれたので、′北穂高小長のサー  

のために北穂に曇ることとする。北穏の1糠の取り付き  ビスは濃点。夕食後、小屋書の足立さんから北穂池への  

までのナナカマドの紅葉が集疇らしい。♯り返ると前穂 ルートを教えてもらう。  

9月28日 小tのち疇れ  

北穂高小丘（8：20）－A沢のコル（9：40－9：45）一北穏池（11：00－11：30）一北穏真鶴（13：00－13：10）一月沢TS（15：00）   

【事徴発生】   

先を行く佐々木君に追いつこうとしてガレ壌の浮き石  

でバランスを■してSmくらい滑落する。出発前lこ書込  

んだ冬用のダブルヤッケを歩きながら脱ごうとしていた。  

右糠の■の所を強打した。左のメガネレンズにひびが入  

っており、右靡からの血が竃を汚している。右の肋■も  

少し■い。幸い嘱lま打っていないようだ。■後尾を歩い  

ていた小笹モに♯んでストックなどを回収して1う．薬  

を掃っていなかったので応急手当もできすに、そのまま  

の状鴨で北換地に向かった。   

北趨池は大小3つの池からなっている。暮ん中の池か  

らはピラミダルな♯念岳が見えた。天気が良ければZ－  

3日、ヰでも鋏んでゆっくりとしたい場所だ。テント壌  

が一つだけあった．ゆつくりとi義を食べたかったが、  

瀾沢までの道程が心配なので点いで出発する。   

夜来の雨が明け方からtになった。小足の前のテラス  

に2－3センチほどの薪tが積もった（翌日の新聞によ  

ると昨年よりZ48早い初冠tとの報遭）。  

8晴墳になってtもやみ、槍や損tの木谷が見えだした。  

ここより北穂十犠の北側に小さな池が見えた。今日はあ  

の池を遜って潤沢までの行程である。   

小農からは大手レットへの縦走格を下る。飛♯泣きの  

難所は薪tが薄く積もっている。撮り返ると滝谷の岩場  

が薄気味み尊く聾えていた。A訳のコルまでは初鷲tの  

中を慎暮に下陣したので晴間がかかった。   

ここからは■尾の♯谷頭積層の漬心には背を向けて、  

右下方にトラバースしてガレ壌を行く。途中に10メー  

トルはどの1本書があって、プッシュ漕ぎをさせられた。  

小t機を乗り切ると北穏池が見えた。コルからは躍み跡  

もケルンもなく、浮さ石だらけのガレ壌であった。  

－8一  



足立さんに救えられた「細い沢」を入り、手付きの♯  

なルンゼを生る。幹張を強いられるので、先ほどの■故  

による怪我の■さを忘れた。何とか北穂兼韓のコルまで  

自力で量ることができた。   

コルから北龍沢への下りは斜度60度はあろうかと患  

う岩場を陣りねばならない．クライミング・タウンで慎  

9月29日   

昨日の怪我の■さで、ほとんど－tもできすに欄を迎  

えた。tたして上ホ弛まで歩けるだろうか。テントを糧  

収して■人墓■だけで山を下りようとしたが、暮の傷み  

がひどく歩くことができない。恥を忍んで窟沢ヒュッテ  

の山口支配人にヘリコプターの出勤を事書した。   

山口支E人「お零さんは山岳保験に入っておられます   

か」   

小生「日本山岳会の保験に入っています」   

山口支E人ーそれでは上ホ地に民間のヘリが果ている   

ので、それを呼びましょう」   

土■日でホ陳も▲までのところがほとんどだろう．午  

前中ならば■円医に■てもらえると患い、晴間を考え、  

民間●にした。よ欝県暮のヘリなら十用はかからないが、  

民間のヘリならば★求はどのくらいか。   

出勤を依♯してから30分もせすにヘリが飛乗してき  

た．ネパールでは何度もヘリコプターに書ったが、日本  

内内では初めてである。付添人は一人はOKとのことな  

ので佐々木毛lこ乗ってiう。霹1の耳の近くを越え、梓  

川を－またぎして暮科の町にれぷ。後方には飼養高の兼  

【追肥】  

1．山岳保檎は装■の一つである。山寺りをする人は山   

岳保汝をかけねばならない。  

乙捷糸は10月10日。肋●の傷みは10月20亡l慎ま   

で轟く。その間、濃ホとコルセット。  

3．」ACの団体■青保験に加入している。死亡・後遺■   

事200万円、■義牡♯暮用200万円で年町保験胴   

は11，150円（Flコース）。  

4．ヘリコプター代は4之万円。戴助出勤十は2万円の   

■求があった。もっと大さな■暮であれば書♯のヘ   

リ代や救助十は政育万円だろう。  

暮に下っていく。一般遭に出てからはf壌もーけたので、  

体の■みがひどくなり、休み休みして瀾沢のテント・サ  

イトまで頑韻る。   

貞沢ヒュッテに行って救急箱から消■剤と包書を六っ  

て■口の手当を小電着にしてもらう。騰の下で≠5セン  

チ、縦5ミリほどの裂傷であった。  

面が■8に揮いていた。仕か10分で暮科のヘリポート  

に封書する。救急十が一台待機しており担架に乗せられ  

て十内へ。初めて乗るその十の中で、救助＃▲から■故  

の状況などを井向された。   

ホ陳は暮科赤十字ホ駄。丑形外科の救急扱いに回され  

た。レントゲン彬では書には■十は鼻あたらなく、若  

い担当医が麻酔注射をしてくれ、右膝下を6針縫った。   

濃■が走るなか徒歩で暮料暮嘱■の地相に出嘱し、  

■■■故報告書の用紙を六ってくる。過当の雷管に詳細  

な嵐明をしようと患ったが、先ほどの救急十での貴け答  

えが既に甘合されていた。暮青から、r山岳■暮防止対  

策協会」よリー戴助出勤ナ」が鴨求されるので支払いを  

するように書われる。   

下山鴫には♯の■む小笹暑が、8疇遇ぎに貞沢を出て  

上高地まで暮駄天のように書け下り、沢まで十を拾って  

痛飲まで囁けつけてくれたのが午後3鴫半場であった。  

これには辛が下がった。   

♯販社すくに保験代理店に■故報告をすると、保換金  

社宛のーれ書保換金鴨求暮」なるものが送られてきた。  

5．れ青保験会社の暮暮があって全♯保験で適応される   

ことが決まったのが10月26日。  

6．保験代書店の人の職では、t近は一般遭で捻挫をし   

たり、一晩山小農で泊まっていたら気分が書くなっ   

てヘリコプターを呼んだりしているケースもある。   

まるでヘリをタクシー代わりに患っている豊山著が   

いる。保験す求に書しては事鵡の救急性で判断され   

るそうだ。れ保会社も戴急性のせい■故？の壌合は   

保験の対暮にしないそうだ。   
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階段萱高と登山のスピードくらペ   

等老は以前、雛の階段を上る人の  

昔高速度を観察したことがある．雛  

の階段は30～40段程度である「．ま  

た1段の高さははぽ16cmに統一さ  

れている＝ たから標高差は5～6m  

くらいになる．   

通勤ラッシ∴1以外の時間帯に、自  

分のへ一スてゆっくり登っている人  

の登高速度を調べてみると、大体  

20r－、一30秒で登一ノていた．これを登  

山の1ヒソチ（50分間〉 当たりの  

登高に換算し‾ぐみると、700～  

800m登る計算になる√．   

一方、山で標準コースタイムの通  

りに登ると、1ピッチで約300m登  

ることになる．たから、階段登りは  

山登りの2倍以上のハイヘースで登  

一ノrいるのてある′   

雛の階段の傾斜は約25度である′ン  

これu、登山道の中でも最もきつい  

部矩に属するrランニング登山．！完  

の著者、故・下鴨渓氏の調べによる  

と、急坂で有名な北岳の大権沢の登  

りが25．5度、合川岳の巌剛新道の登  

りか24．4度だという（ちなみに一番  

急なのは、南アルブスの策ケ岳に登  

る大武刀尾根で、29．1度だそうであ  

る） 

つまり、私たちが日常生活の中で  

何気なしに階段を登っているときに  

は、最も傾斜のきつい登山道を、通  

常の登山の2倍以上のスビートて、登  

っていることになるのであるr）   

このようなことが平気でできるの  

は、階段の標高差がわずか5～6m  

しかないからである√ だが、標高差  

が何百mもある実際の山では、この  

ようなへ－スは通用しない．，初心者  

が山でパテやすいのは、日常生活で  

の階段登りのペースが頭に刻み込ま  

れていて、山でも同じ′ヾ一－スで登っ  

てしまうからだろう√」   

本文（p26）で、登山をするとき  

には平地歩行の半分以下のヘースで  

歩かないとパテてしまう、と述べた「，  

階段歩行との比重交から言っても、や  

はり半分以下のペースで登ることが  

必要なのである 

東京新聞出版局刊 山本正憲書『豊山の運動生理学百科』より  

＜会貞用息＞  

昭和38工卒 苑樹 責さんが平成13年7月27日ご逝去されました。  

■んでご託禰をお祈りいたします。   

＜住所変更など＞  

住所義を同封しております。ご蓼無ください。  

市大山岳会ニュース  

大阪市立大学山岳会発行  

会長 池永薫▼  

■t 矢倉睦  
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